
　

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
、

予
備
自
衛
官
補(

一
般
・
技
能)

を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

５
５
２
１

　　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
18
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
電
話
相
談
と
な
り

ま
す
。

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場
　
総
務
課

℡
０
１
３
５

－

21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯

舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
領
土
の
早

期
返
還
の
実
現
は
、
道
民
は
も
と

よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願

で
す
。

　

北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、

日
露
両
国
間
で
は
外
交
交
渉
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら

60
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
な
お
、

領
土
返
還
の
具
体
的
な
道
筋
は
見

え
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
毎
年
１
月
21
日
か

ら
２
月
20
日
ま
で
を
「
北
方
領
土

の
日
特
別
啓
発
期
間
」
と
し
、
北

方
領
土
返
還
要
求
に
係
る
国
民
世

論
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
領
土
問
題
の
解
決

に
向
け
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
を

　
防
ぐ
た
め
に

　

全
国
的
に
、
ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
（
寄
生
虫
）
が
つ

い
た
海
産
魚
介
類
を
生
食
、
ま
た

冷
凍
や
加
熱
が
不
十
分
な
状
態
で

食
べ
る
と
食
中
毒
と
な
り
ま
す
。

【
予
防
方
法
】

①
魚
の
内
臓
を
早
め
に
処
理
。

②
視
界
を
明
る
く
し
、
目
視
で
ア

ニ
サ
キ
ス
の
虫
体
を
確
認
、
除
去
。

③
マ
イ
ナ
ス
18
℃
（
家
庭
の
冷
凍

庫
）
で
48
時
間
以
上
冷
凍
。

④
60
℃
１
分
以
上
の
加
熱
が
有
効
。

⑤
魚
を
調
理
し
た
ま
な
板
、
包
丁

な
ど
は
良
く
洗
浄
し
、
二
次
汚
染

し
な
い
よ
う
注
意
。

【
問
合
わ
せ
先
】

倶
知
安
保
健
所
生
活
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　 

食
品
保
健
係

℡
０
１
３
６

－

23

－

1
9
6
1

戦没者等のご遺族の皆さまへ戦没者等のご遺族の皆さまへ
ご請求をお忘れではないですか？ご請求をお忘れではないですか？

　第十一回特別弔慰金の請求期限（令和５年３月

31 日）が近づいています。

　請求期限を過ぎると特別弔慰金を受ける権利が、

なくなりますので、お早めにご請求ください。

【問合わせ先】役場住民福祉課 TEL44 － 2113

＊支給対象者

　戦没者等の死亡当時のご遺族で

　①　令和２年４月 1日までに弔慰金の受給権を取  

　得した方

　②　戦没者等の子

　③　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

　④　①から③以外の戦没者の三親等内の親族（甥、

　姪など）

　詳細については下記へお問合わせください

そ
う
ざ
い
製
造
業
、
複
合
型
そ
う
ざ

い
製
造
業
な
ど

　

届
出
用
紙
は
、
㈳
北
海
道
全
調
理

師
会
各
支
部
又
は
北
海
道
倶
知
安
保

健
所
余
市
支
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。

◆
町
内
で
働
く
方
の
届
け
出
先

○
と
ろ
り
庵

〒
０
４
７

－

０
１
３
６

小
樽
市
桜
５
丁
目
７
番
23
号

℡
０
１
３
４

－

54

－

８
２
８
７

【
問
合
わ
せ
先
】

北
海
道
倶
知
安
保
健
所
余
市
支
所

℡
23

－

３
１
０
４

　

働
い
て
い
る
調
理
師
の
皆
様
へ

　

調
理
師
法
で
は
、
調
理
業
務
に
従

事
し
て
い
る
調
理
師
の
方
は
、
２
年

ご
と
に
、
12
月
31
日
現
在
の
調
理
従

事
場
所
等
を
翌
１
月
15
日
ま
で
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
届
出
が
必
要
な
調
理

師
と
は
、
次
の
施
設
、
店
舗
で
調
理

の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
で
す
。

〇
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
矯
正
施
設
な
ど

〇
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
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22



美
国
湾

　
丸
山
埼
の
北
西
二
浬

か
い
り

に
あ
る
浅
入

湾
に
し
て
北
に
開
向
し
、
少
し
く
波

浪
あ
る
と
き
は
錨
泊
に
堪
へ
ず
。
然

れ
ど
も
厚
苫
岬
に
よ
り
て
偏
東
又
は

南
東
の
波
浪
を
防
ぎ
、
偏
南
風
に
は

平
穏
な
る
が
た
め
、
風
向
に
よ
り
て

は
一
時
停
船
を
得
べ
し
。
（
中
略
）

美
国
湾
の
東
角
厚
苫
岬
（
高
二
七
五

呎フ
ィ
ー
ト

＝
約
84
ｍ
）
は
黒
色
を
呈
し
、

該
湾
を
認
む
る
の
一
目
標
と
す
べ

し
。

美
国
町

　
美
国
湾
の
西
岸
に
あ
り
人
口
六
、

一
五
〇
。
日
用
品
及
び
飲
料
水
は
少

量
を
得
べ
し
。
小
蒸
気
船
は
小
樽
よ

り
余
市
及
び
古
平
を
経
て
美
国
に
至

る
、
但
し
冬
季
及
び
風
波
の
時
は
休

航
す
る
こ
と
あ
り
と
云
う
。
美
国
湾

の
西
角
を
弁
天
岬
と
い
う
、
此
岬
の

北
西
方
約
二
鏈れ

ん

半
（
約
４
６
０
ｍ
）

に
一
小
島
あ
り
、
弁
天
島
と
称
し
高

さ
約
三
四
〇
呎（
約
１
０
４
ｍ
）。（
後

略
）

　

気
象
条
件
や
目
標
物
の
高
さ
、
色

等
、
航
海
に
必
要
な
情
報
が
簡
潔
に

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
弁
天
島
（
宝
島
）
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
国
土
地
理
院
発
行

の
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
に
、
標

高
96
ｍ
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

続
け
て
、
神
威
岬
方
面
へ
向
か
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
ッ
カ
ノ
岬

　
高
さ
五
四
六
呎
（
約
１
６
６
ｍ
）

の
崖
角
に
し
て
雑
草
叢そ

う
せ
い生

す
（
※
生

い
茂
る
こ
と
）、
岬
端
は
険
崖
を
成

し
其
外
側
に
二
箇
の
尖
岩
屹
立
す
。

（
後
略
）

神
威
岬

　
後
志
半
島
の
北
西
端
に
し
て
余
別

岳
（
高
さ
四
、
二
六
二
呎
＝
約
１
・

２
９
９
ｍ
）
の
北
西
山
陂
よ
り
成

る
。
岬
頂
は
巨
岩
屹
立
し
て
全
岬
を

成
し
、
岬
頂
（
高
二
七
〇
呎
＝
約
82

ｍ
）の
外
樹
木
な
く
灰
白
色
を
呈
す
。

（
後
略
）

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
場
所
以
外
に

は
、
積
丹
岬
、
神
威
岬
灯
台
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
を
運
行
す
る
函
館
・

小
樽
間
の
船
は
、
臨
時
に
余
別
に
立

ち
寄
る
場
合
が
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
11
年
の
『
北
海
道
本
島
沿
岸

水
路
誌
』
は
、
海
軍
水
路
部
が
刊
行

し
た
最
後
の
冊
子
で
す
、
大
正
８
年

の
記
載
内
容
を
昭
和
３
年
に
改
訂

し
、
さ
ら
に
一
部
修
正
し
た
も
の
で

す
。

　

昭
和
10
年
の
美
国
港
完
成
に
よ

り
、
「
防
波

堤
を
以
っ
て

遮
蔽
せ
る
船

入

澗

を

有

す
」
と
の
記

載
が
加
え
ら

れ
、
同
時
期

に
竣
工
し
た

入
舸
港
、
余

別
港
の
情
報

も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期

に
は
函
館
・

小
樽
間
の
船

積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！

今月の担当は・・

教育委員会生涯学習課

文化財保護主事 阿
あ べ

部 剛
たけし

▲マッカ岬

が
余
別
港
へ
常
時
寄
港
し
て
お
り
、

航
海
回
数
は
年
間
65
回
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
神
威
岬
を
北
方
と
南
西

方
か
ら
望
ん
だ
２
枚
の
絵
図
が
掲
載

さ
れ
、
海
上
か
ら
見
た
積
丹
岳
や
余

別
岳
、
神
威
岬
の
姿
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

【
単
位
に
つ
い
て
】

鏈れ
ん

　
英
語
で
「
ケ
ー
ブ
ル
」
の
和
訳
。

１
８
２
・
88
ｍ
。

呎フ
ィ
ー
ト　

０
・
３
０
４
８
ｍ
。

▲『北海道本島沿岸水路誌』より
　　　　　　　　　　 「南西方ヨリ神威岬ヲ望ム」

「
水
路
誌
」
を
読
む

　

水
路
誌
は
、
海
上
の
気
象
・
海
象
・

針
路
法
・
港
湾
・
沿
岸
の
状
況
等
を

詳
し
く
記
載
し
た
冊
子
で
、
海
図
の

内
容
を
補
い
、
併
用
し
て
使
用
さ
れ

る
も
の
で
す
。
現
在
は
海
上
保
安
庁

が
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
旧
日
本
海
軍
の
水
路

部
に
よ
り
水
路
の
測
量
や
気
象
の
観

測
等
が
行
わ
れ
、
水
路
誌
が
刊
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
沿
岸
に
つ
い
て
扱
っ
た

最
も
古
い
も
の
は
、
明
治
18
年

（
１
８
８
５
）
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
、
約
10
年
に
１
回
程
度
の
改

訂
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
正
８
年
の
『
日
本
水
路
誌
第
七

巻
』
か
ら
、
積
丹
町
の
海
岸
線
の
様

子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
美
国
町
付
近
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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死亡交通事故 の日

1,2731,273日達成
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１

月
号

№
733

世帯数／1,037世帯（ー８）

人　口／1,837人  （－14）

男　／  858人  （ー10）

女 ／  979人  （－４）

●転入／１人(－１)●転出／12人(＋１)

●出生／０人(±０)●死亡／３人(＋１)

令和４年11月30日現在､(　)内は前月比

１月のこよみ
７㈯ ●野外スポーツ林スキー場オープン

８㈰
●令和５年積丹町二

は た ち

十歳の集い
（13：00～14：00 総合文化センター）

10㈫
●Ｂ＆Ｇウォーキングクラブ定例ウォーキング会
（15：00～16：00、18：00～19：00 Ｂ＆Ｇ海洋センター）

12㈭

●第６回少年教室

「山岳ガイドと楽しむ冬の自然体験活動」【低学年】
（９：30～12：00 野外スポーツ林スキー場）

●びくに保育所「もちつき」

13㈮

●第６回少年教室

「山岳ガイドと楽しむ冬の自然体験活動」【高学年】
（９：30～12：00 野外スポーツ林スキー場）

●子育て支援センター「もちつき」

17㈫ ●美国中学校第３学期始業式

18㈬ ●町内小学校第３学期始業式

28㈯ ●びくに保育所 生活発表会

－１月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより

冬
籠ご

も

り
才
時
記
ル
ー
ペ
電
算
機
　
　
　
　
　
成
田
智
世
子

子し

ご

せ

ん

午
線
の
町
に
憧
れ
雪
降
れ
り
　
　
　
　
　
藤
原
　
わ
子

女お
ん
な
ひ
ま
ご

曽
孫
授
り
師
走
の
八
日
か
な
　
　
　
　
　
戸
来
　
和
子

十
二
月
な
れ
ど
も
寂
し
商
店
街
　
　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

長
き
夜
や
ガ
ス
火
細
め
て
ジ
ャ
ム
作
る
　
　
菊
谷
　
知
子

文
化
祭
船
頭
な
り
し
父
の
句
を
　
　
　
　
　
山
﨑
美
枝
子

秋
田
よ
り
歳
暮
の
米
と
大
吟
醸
　
　
　
　
　
福
井
　
新
一

初
雪
に
通
院
ま
で
の
坂
真
白
　
　
　
　
　
　
板
垣
千
恵
子

※開催予定の行事については、新型コロナウイルス感染症の

　感染拡大状況により、中止又は延期となる場合があります。

交通安全はみんなの願い交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

００

（令和４年 12 月１日現在）

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況 ご協力ありがとうございました　

《令和４年11月30日現在》

967 件 ３２，０７９，０００円

全国の皆様　

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

３０，０００円山　口　サ　ダ　　様（美国町）

慶

弔

録

お
く
や
み
（
死
亡
）

下
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日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

１日（日） 北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

２日（月） 勝田内科皮フ科クリニック 余市町大川町 22-3843

３日（火） 中 島 内 科 余市町黒川町 22-3866

８日（日） 小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

９日（月） 田 中 内 科 医 院 余市町浜中町 22-6125

15 日（日）勤 医 協 余 市 診 療 所 余市町黒川町 22-2861

22 日（日）林 病 院 余市町山田町 22-5188

29 日（日）小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

１月の余市管内休日当番病院等

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

診療時間：午前９時～午後５時

町では、昨年度ＩＰ告知端末の更新を行町では、昨年度ＩＰ告知端末の更新を行

い、従来の電話機能の他にスマートフォンい、従来の電話機能の他にスマートフォン

でも町からのお知らせなどが確認できる仕でも町からのお知らせなどが確認できる仕

積丹町スマートフォンアプリ積丹町スマートフォンアプリ
「しゃこたん地域情報」のご活用を！「しゃこたん地域情報」のご活用を！

ダウンロードは
こちらから↓

組みになりました。組みになりました。

　どこにいても、町の情　どこにいても、町の情

報を取得することができ報を取得することができ

る便利な機能となっている便利な機能となってい

ますので、ぜひダウンローますので、ぜひダウンロー

ドしてご活用ください。ドしてご活用ください。

広報しゃこたん令和５年１月号
24


